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[はじめに] 増感型太陽電池において、太陽電池に用いた電極のナノ構造や増感剤によって光電変換

特性が大きく変化する。様々なナノ構造の中で、ナノロッド(NR: Nanorod)構造は、高い伝導性を持

ち素早い電子輸送が期待される。NRの作製法として、水熱合成を用いたものが報告されている[1]。

この作製法では不純物が少ないルチル型単結晶 TiO2 NRが得られるので、太陽電池へ応用した場合、

電子輸送への阻害が少ないメリット等が考えられる。しかし、現在増感型太陽電池、特に量子ドッ

ト増感型太陽電池に応用される例は少ない。本研究では、水熱合成で作製した TiO2 NR電極を CdSe

量子ドット増感太陽電池に適用し、その熱処理時間による太陽電池の光電変換特性の変化について

検討する。 

[実験] 30%塩酸, 純水と C16H36O4Tiを入れたオートクレーブに TiO2緻密膜を形成させた FTO(SnO2 : 

フッ素ドープ酸化スズ)ガラスを入れ、150℃で 5, 7, 9, 11時間熱処理させることにより TiO2 NR電極

を作製した[2]。その後、化学溶液成長法で CdSe量子ドットを 9時間吸着させた[3]。 

[結果と考察] 図 1に熱処理時間がそれぞれ 5, 7, 9, 11時間の TiO2 NR電極の断面 SEM像を示す。熱

処理時間を増加させるとともに、NRの高さが増加することが確認できた。また、XRD及び光吸収

スペクトルより作製したNRはルチル型 TiO2であることが確認できた。図 2に各熱処理時間におけ

る TiO2 NRを用いた太陽電池の光電変換特性を示す。熱処理時間が長くなるにつれ、光電変換効率

が高くなり、熱処理 9時間において最も高い効率 2.87%となった。一方、11時間の場合では、変換

効率は 9 時間に比べて減少した。この理由として、熱処理時間が長くなると NR 間での空隙が狭く

なってしまい、量子ドットの吸着量が減少したためだと考えられる。詳細は当日報告する。 

            

図 1 TiO2 NR電極の断面 SEM 像       図 2 各 TiO2NR での光電変換特性 
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